
鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
齋
藤
久
会
長
）
の
第

３
回
会
議
が

月

日
、

12

24

市
役
所
で
開
か
れ
、
平
成

年
度
の
国
保
税
に
つ
い

28て
、
前
回
提
案
の
引
き
上

げ
率
を
減
額
し
て
変
更
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
増

税
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

月

日
の
第
２
回
会

11

19

議
で
は
、
基
金
保
有
高
２

億
８
千
万
円
を
維
持
す
る

と
し
て
加
入
者
１
人
平
均

（
年
）

・

％
（
２
万

21

69

３
６
６
７
円
）
の
大
幅
引

き
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
精
査
が

必
要
だ
と
の
疑
問
が
出
さ

れ
、
今
回
は
基
金
か
ら
１

億
５
千
万
円
を
取
り
崩
し

て
保
有
高
を
１
億
３
千
万

円
に
減
ら
し
、
改
定
率
を

引
き
下
げ
て

・

％

19

38

（
２
万
１
１
５
４
円
）
に

減
額
変
更
す
る
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。

国
保
税
の
増
税
案
は
市

議
会
３
月
定
例
会
に
提
案

さ
れ
審
議
さ
れ
ま
す
。

年
収
２
０
０
万
円
世
帯

で
３
万
円
超
の
負
担
増

改
定
案
は
、
所
得
１
２

７
万
円
以
下
（
給
与
収
入

２
０
７
万
円
以
下
）
の
１

人
世
帯
で
現
行

万
４
５

19

０
０
円
が
３
万
２
４
０
０

円
引
き
上
げ
の

万
６
９

22

０
０
円
に
、
同
３
人
世
帯

は
現
行

万
円
が
３
万
２

23

９
０
０
円
引
き
上
げ
の
26

万
２
９
０
０
円
（
２
割
軽

減
）
に
な
る
計
算
で
す
。

給
与
収
入
が
２
０
０
万

円
し
か
な
い
の
に
国
保
税

に

万
円
か
ら

万
円
も

22

26

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
重
い
税
負
担
は

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

財
政
支
援
拡
充
の
中
の

増
税
は
理
解
得
ら
れ

ぬ
委
員
と
し
て
出

席
し
た
日
本
共
産

党
の
加
藤
鉱
一
議

員
は
、
「
国
か
ら

１
７
０
０
億
円
、

被
保
険
者
１
人
当

た
り
約
５
０
０
０

円
の
財
政
改
善
効

果
が

年
度
か
ら

27

措
置
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
市
が
逆

に
増
税
す
る
こ
と

は
理
解
を
得
ら
れ

な
い
。
１
人
当
た

り
平
均
、
年
２
万
円
を
超

え
る
増
税
は
市
民
の
生
活

実
態
を
見
れ
ば
許
さ
れ
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

支
援
拡
充
で
約
９
千
万

円
の
財
政
改
善
効
果

国
で
は
国
保
に
対
す
る

財
政
支
援
の
拡
充
で
、
低

所
得
者
が
多
い
保
険
者
の

財
政
基
盤
の
強
化
に

年
27

度
か
ら
１
７
０
０
億
円

（

年
度
９
８
０
億
円
）
、

26
被
保
険
者
１
人
当
た
り
約

５
０
０
０
円
の
財
政
改
善

効
果
が
措
置
さ
れ
て
い
ま

す
。本

市
で
は
、
国
保
税
軽

減
分
と
し
て
保
険
基
盤
安

定
繰
入
金
に
そ
の
分
、
１

億
４
４
８
４
万
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

年
度
か
ら
新

30

た
に
１
７
０
０
億
円
、
う

ち
７
０
０
～
８
０
０
億
円

が
国
の
財
政
調
整
交
付
金

に
実
質
増
額
さ
れ
、
あ
と

の
半
分
は
「
保
険
者
努
力

支
援
制
度
」
を
創
設
し
て

交
付
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲 生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

２日、日本共産党鶴岡市議団と関徹県議は市内４ヵ所で街頭宣

伝を行い、戦争法廃止に向けた奮闘を誓いました。

国民健康保険の財政見通し（現行）

項目 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

形式収支 2億3,980万7千円 5,254万4千円 0 ▲1億4,865万6千円 ▲6億1,281万7千円

単年度収支 1億2,440万2千円 ▲1億6,104万1千円▲3億4，872万3千円 ▲4億3,075万9千円 ▲6億1,281万7千円

給付基金残高 5億5,206万円 　 5億7,828万2千円 2億8,210万3千円 0 0

※改訂後見通し（改定率19.38％）

項目 平成28年度 平成29年度

形式収支 2,495万8千円 0

単年度収支 2,580万5千円 ▲1億7,448万円　

給付基金残高 2億8,295万円 1億3,342万8千円

国民健康保険税率改定案（2015.12.24）

[　医療分　]

所得割 資産割 均等割 平等割

現行 6.0％ 19.5％ 24,000円 20,000円

改定案 8.3％ 19.5％ 25,200円 22,200円

差 2.3％ 0.0％ 1,200円 2,200円

[　介護分　]

所得割 資産割 均等割 平等割

現行 2.2％ 7.5％ 9,700円 5,900円

改定案 2.6％ 7.5％ 10,800円 8,400円

差 0.4％ 0.0％ 1,100円 2,500円

※加入者一人平均(年)１９．３８％（21,154円）増

戦争法廃止の政府をつくろう!参院選勝利!

２０１６年

日本共産党 のつどい
１月２４日（日）午後1時30分～4時
鶴岡市勤労者会館 大ホール

会費 １，０００円

第１部 新年のごあいさつ
佐藤誠一 党鶴岡地区委員長

第２部 懇親会

主催 日本共産党鶴岡地区委員会

鶴岡田川地区日本共産党後援会



下水道課入札結果の追加（ ）内は予定価格

・平成27年12月2日/鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設 10号実施設計業務（羽黒町黒瀬地

内）

ブレンスタッフ(株) 2,500,000円（2,580,000円）期間～28/3/25（落札率96.9％）

・平成27年10月2日/鶴岡市公共下水道事業 汚水3～5号地質調査業務（藤島地内）

(株)庄内測量設計舎鶴岡営業所 1,480,000円（1,637,000円）期間～27/12/22（落札率90.4％）

・平成27年7月16日/鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区農業集落排水処理施設機械・電気設備工事施

工監理業務（羽黒町狩谷野目）

山形県土地改良事業団体連合会 1,700,000円（1,837,000円）期間～28/3/31（落札率92.5％）

・平成27年6月15日/鶴岡市公共下水道事業 残土処理工事（菱津地内）

加藤建設管工(株) 7,400,000円（8,154,000円）工期～27/7/20（落札率90.8％）

・掲載誤りで欠番（NO.42/2000136/平成27年11月19日/鶴岡市集落排水事業 羽黒中央地区マンホー

ルポンプ場機能調査業務（羽黒町黒瀬地内ほか）/平成28年1月29日/指/不調）

水道課入札結果の追加（ ）内は予定価格

・平成27年11月27日/上野新田調整池水位計更新工事（羽黒町上野新田地内）

産電工業(株)山形営業所 1,900,000円（2,100,000円）工期～28/3/15（落札率90.5％）

月

日
付
け
で
市
税

12

28

条
例
改
正
に
つ
い
て
、
市

長
が
専
決
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

納
税
義
務
者
の
申
請
や

届
け
出
は
原
則
と
し
て
個

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
記
載
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
「
個
人
番

号
を
記
載
し
た
申
告
等
の

後
に
関
連
し
て
提
出
す
る

一
定
の
書
類
に
は
個
人
番

号
の
記
載
を
要
し
な
い
」

と
い
う
見
直
し
が

月
12

18

日
付
け
で
総
務
省
か
ら
通

知
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
民

税
の
減
免
申
請
の
際
に
は

申
請
書
に
個
人
番
号
の
記

載
が
不
要
と
な
り
、
市
税

条
例
の
改
正
が
必
要
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
用
開
始
が
１
月
１

日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
以
前
に
改
正
が
必
要

で
し
た
が
議
会
を
招
集
す

る
時
間
が
な
い
た
め
市
長

に
よ
る
専
決
処
分
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

共
産
党
へ
の
期
待
、
若
者
へ
の
注
目

に
注
目
が
有
る
よ
う
で
す
。
昨
年
、
人

材
育
成
対
策
特
別
委
員
会
で
高
校
生
の

政
治
教
育
に
つ
い
て
、
「
教
員
が
専
門

職
と
し
て
の
力
量
が
発
揮
で
き
る
環
境

を
保
障
し
、
高
校
生
の
主
体
的
な
思
考

を
促
す
授
業
と
活
動
を
」
と
提
起
、
カ

ラ
ス
対
策
や
文
化
会
館
問
題
で
の
高
校

生
の
積
極
的
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▽
自
民
党
は
「
偏
向
授
業
を
す
る
教
師

（
＝
政
府
批
判
）
に
処
罰
」
な
ど
と
恫

喝
、
文
科
省
は
、
政
治
活
動
を
規
制
す

る
通
達
を
出
し
ま
し
た
が
、
主
権
者
教

育
に
逆
行
す
る
政
治
は
、
若
者
の
怒
り

を
呼
ぶ
「
良
い
」
教
材
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
県
議

関

徹
）

▽
１
月
４
日
の
鶴
岡
市
新
年
祝
賀
会
を

始
め
、
新
年
の
集
ま
り
で
良
く
言
わ
れ

た
事
の
一
つ
は
、「
今
年
は
（
今
年
も
）

共
産
党
が
伸
び
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ

と
。
私
へ
の
「
お
年
玉
」
の
意
味
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う
が
、
農
業
団
体
役
員
、

会
社
経
営
者
、
住
民
組
織
の
長
、
ご
近

所
な
ど
な
ど
、
色
々
な
方
の
予
測
と
し

て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
様

々
な
立
場
か
ら
の
ご
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ

ま
し
た
。

▽
も
う
一
つ
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
若

者
の
こ
と
。
今
年
は
、
昨
年
の
若
者
の

政
治
活
動
や

才
選
挙
権
の
関
係
で
特

18

（
１
面
の
つ
づ
き
）

ま
た
、
市
町
村
の
助
け

合
い
事
業
で
あ
る
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
で

は
、

年
度
か
ら
レ
セ
プ

27

ト
１
件
１
円
以
上
の
全
て

の
医
療
費
が
県
国
保
連
に

お
い
て
市
町
村
の
共
同
事

業
と
さ
れ(

年
度
ま
で

26

は
１
件

万
円
以
上)

、

30

拠
出
金
の
多
い
自
治
体
に

県
の
調
整
交
付
金
が
多
く

補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
昨
年
度
ま
で

約
１
億
円
の
拠
出
超
過
だ

っ
た
の
が
９
０
８
万
円
ま

で
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
約
９
千
万
円
の
改
善

効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
増
や
し
負
担
軽
減
を

こ
れ
ら
財
政
改
善
効
果

に
市
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
を
増
や
し
、
市
民

の
税
負
担
を
引
き
下
げ
る

こ
と
こ
そ
大
切
で
す
。

国
保
は
無
職
者
（

・
43

４
％
）
や
低
所
得
者
が
多

く
、
高
齢
者
の
割
合
が
多

い(

～

歳
の
加
入
率

65

74

は
全
人
口
の

・
６
％)

75

た
め
に
、
社
会
保
障
制
度

と
し
て
国
と
自
治
体
が
支

え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
政
府
与
党
は
28

年
度
税
制
改
正
大
綱
で
国

保
税
の
課
税
限
度
額
を
４

万
円
引
き
上
げ
年
間

万
89

円
に
す
る
こ
と
を
決
定
。

４
万
円
引
き
上
げ
は
３
年

連
続
と
な
り
負
担
増
は
大

問
題
で
す
。

鶴
岡
・
田
川
革
新
懇

（
平
和
と
民
主
の
鶴
岡
・

田
川
を
つ
く
る
懇
談
会
・

構
成

団
体
）
は
２
月
に

14

元
外
務
省
国
際
情
報
局
長

の
孫
崎
享
（
ま
ご
さ
き
う

け
る
）
氏
（
写
真
）
を
招

い
て
講
演
会
の
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

孫
崎
氏
は
イ
ラ
ク
大
使

や
防
衛
大
学
教
授
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
日
本
外
交
の

現
場
体
験
か
ら
今
の
安
倍

政
権
の
政
治
と
外
交
の
問

題
を
鋭
く
追
求
。
戦
争
法

廃
止
に
向
け
た
国
民
の
運

動
を
大
き
く
励
ま
す
講
演

と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

期
日

２
月
６
日
（
土
）

時
～

時

14

16

会
場

鶴
岡
市
勤
労
者
会

館
１
階
ホ
ー
ル

講
師

孫
崎
享
氏
・
元
外

務
相
国
際
情
報
局
長
、
防

衛
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任

テ
ー
マ

戦
争
と
テ
ロ
／

世
界
と
日
本
を
語
る
ー
ゼ

ニ
を
ば
ら
撒
く
安
倍
外
交

を
問
う
ー

整
理
券

５
０
０
円

問
合
せ
先

笹
山
一
夫
、

佐
藤
一
雄


